
「特定技能」とは 

特定技能とは、2019年 4月より導入された新しい在留資格です。生産性向上や日本国内において人手不

足が深刻化する 14の業種（特定産業分野）に限定し、一定の専門性・技能を有し即戦力となる外国人の

受入が認められました。 

 

特定産業分野（14分野） 

 
介護／ビルクリーニング／素形材産業／産業機械製造業／電気・電子情報関連産業／建設／造船・舶

用工業／自動車整備／航空／宿泊／農業／漁業／飲食料品製造業／外食業 

 

※特定技能２号は建設、造船・舶用工業の 2 分野のみ (2019.4.1 時点) 

 

 

 

 

 

 



特定技能となる人材 

技能実習を修了したものや、技能試験・日本語試験に合格したものであり、技能・語学能力が認められた人

材です。 

 国外送出機関や国内の専門学校生と連携し、即戦力となる人材をご紹介いたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ご紹介の流れ 

 

 

 

 

 

（入社するまでは完全無料でサービスをご提供致します。） 

 

（自社と合うものを設計編集中） 

 



 

「特定技能」の特徴 

 

 

 

 

 

 

 



雇用形態について 

・フルタイムとした上で、原則として直接雇用となります。 

(農業、漁業分野においては、一定の要件を満たした場合に例外として派遣形態を採用すること

が認められています。) 

 

・外国人の所属先は一企業に限られ、複数の企業と雇用契約を締結することは認められませ

ん。 

 

・報酬額は日本人と同等以上であることが求められます。 

 

 


